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総
会
は
、
全
道
１
５
２
商
工
会

か
ら
委
任
状
出
席
を
含
む
１
４
９

人
の
会
長
が
出
席
。

　

冒
頭
の
挨
拶
で
吉
住
会
長
は
、

道
内
経
済
は
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
脱

却
が
進
み
、
個
人
消
費
に
持
ち
直

し
の
動
き
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
中

心
と
し
た
観
光
需
要
の
回
復
な
ど
、

地
域
経
済
の
一
部
に
は
明
る
い
兆

し
が
見
え
始
め
た
一
方
で
、
長
期

化
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
・
原
材

料
価
格
の
高
騰
に
加
え
、
米
国
の

相
互
関
税
に
係
る
不
安
定
な
動
き
に

連
動
し
た
円
安
や
、
人
手
不
足
に
よ

る
人
件
費
の
上
昇
な
ど
、
コ
ス
ト
の

増
大
が
経
営
を
圧
迫
し
て
お
り
、
会

員
企
業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
依

然
と
し
て
厳
し
い
状
況
で
あ
る
と
の

認
識
を
示
し
た
。

　

議
事
に
先
立
ち
、
道
商
工
連
会
長

表
彰
が
行
わ
れ
、
優
良
２
商
工
会
、

優
良
役
員
45
名
と
同
職
員
12
名
、
共

済
事
業
加
入
推
進
優
良
７
商
工
会
、

会
員
増
強
運
動
優
良
２
商
工
会
に
表

彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
被
表
彰

者
を
代
表
し
て
鹿
追
町
商
工
会
の
石

田
会
長
が
謝
辞
を
述
べ
た
。

　

続
い
て
来
賓
の
鈴
木
洋
一
郎
北
海

道
経
済
産
業
局
長
、
三
橋
剛
北
海
道

副
知
事
、
稲
村
久
男
北
海
道
議
会
副

議
長
が
挨
拶
を
行
っ
た
後
、
議
長
選

出
が
行
わ
れ
、
空
知
管
内
由
仁
町
商

工
会
の
渡
辺
会
長
と
根
室
管
内
標
津

町
商
工
会
の
篠
田
会
長
を
選
出
し
議

事
に
入
っ
た
。

　

上
程
さ
れ
た
令
和
６
年
度
の
事
業

報
告
と
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の

収
支
決
算
報
告
が
原
案
ど
お
り
承
認

さ
れ
た
。

　

ま
た
、
久
末
元
理
事
（
道
商
工
青

連
会
長
）
及
び
鳴
海
拓
史
専
務
理
事

の
退
任
に
伴
う
役
員
の
補
充
選
任
が

行
わ
れ
、
新
理
事
に
は
道
商
工
青
連

新
会
長
の
山
田
直
也
氏
（
当
別
町
）

と
専
務
理
事
に
藥
袋
浩
之
氏
が
選
任

さ
れ
た
。

　

引
き
続
き
、
道
商
工
業
支
援
協
同

組
合
の
通
常
総
代
会
が
開
催
さ
れ
、

令
和
６
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算

報
告
と
剰
余
金
処
分
案
を
提
案
し
、

原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の

改
選
で
は
、
道
商
工
連
の
役
員
を

も
っ
て
選
任
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ

た
。

　

総
代
会
終
了
後
、
道
商
工
連
の
新

理
事
２
名
を
紹
介
し
た
後
、
本
日
を

も
っ
て
退
任
し
た
久
末
理
事
と
鳴
海

専
務
理
事
へ
吉
住
会
長
か
ら
感
謝
状

を
贈
呈
し
、
全
日
程
を
終
了
し
た
。

（
新
役
員
の
略
歴
は
２
面
に
掲
載
）
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やってます！！
#北海道商工会連合会

商工会に関する旬な情報を随時更新！
アカウントのフォローと情報の共有を是非お願いします！！

フォローは
このボタンから

通
常
総
会
・
総
代
会
を
開
催

道
商
工
連
・
商
工
業
支
援
協
同
組
合

令和7年度
　
道
商
工
連
の
令
和
７
年
度
通
常
総
会
と
道
商
工
業
支
援
協
同
組
合
の
通
常

総
代
会
を
、
５
月
23
日
に
札
幌
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
し
、
令
和
６
年
度
事

業
報
告
及
び
収
支
決
算
報
告
、
並
び
に
役
員
の
補
充
選
任
に
つ
い
て
、
其
々

審
議
さ
れ
た
。
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副
会
長　

高
田　

大
輝
（
豊
頃
町
）

理　

事　

松
岡　

清
志
（
福
島
町
）

理　

事　

小
川　

拓
馬
（
今
金
町
） 

理　

事　

林　
　

知
弘
（
島　

牧
）

理　

事　

宮
野　

政
也
（
浦
臼
町
）

理　

事　

藤
田　

卓
也
（
小
平
町
）

理　

事　

高
橋　
　

健
（
幌
延
町
）

理　

事　

小
納
谷
陽
一
（
安
平
町
）

理　

事　

小
林　

康
樹
（
平
取
町
）

理　

事　

野　
　

博
暢
（
羅
臼
町
）

理　

事　

仲
野　
　

誠
（
北
広
島
）

　

総
会
終
了
後
、
主
張
発
表
北
海
道

大
会
を
兼
ね
た
青
年
部
指
導
者
中
央

研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
道
内
４
ブ

ロ
ッ
ク
か
ら
選
出
さ
れ
た
代
表
者
が
、

青
年
部
活
動
か
ら
得
た
自
ら
の
経
験

や
意
見
を
発
表
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
北
海
道
知
事
賞
と

な
る
最
優
秀
賞
は
、
当
別
町
商
工
会

青
年
部
の
松
岡
宏
尚
氏
が
受
賞
し
た
。

　

な
お
、
松
岡
氏
は
８
月
27
日
に
宮

城
県
仙
台
市
で
開
催
さ
れ
る
主
張
発

表
東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に

北
海
道
代
表
と
し
て
参
加
し
、
全
国

大
会
を
目
指
し
発
表
す
る
。　

　

道
商
工
会
女
性
部
連
合
会
（
西
山

都
子
会
長
）
の
通
常
総
会
が
、
５
月

８
日
、
札
幌
市
内
で
開
催
さ
れ
、
全

道
か
ら
１
４
７
名
の
女
性
部
長
が
出

　

道
商
工
会
青
年
部
連
合
会
（
久
末

元
会
長
）
の
通
常
総
会
が
、
５
月
９

日
、
札
幌
市
内
で
開
催
さ
れ
、
全
道

か
ら
１
４
１
名
の
青
年
部
長
が
出
席

（
委
任
状
出
席
を
含
む
）
し
た
。

　

令
和
７
年
度
事
業
で
は
、「
商
品

力
強
化
支
援
研
究
会
」
の
実
施
を
は

じ
め
と
し
た
若
手
後
継
者
等
育
成
事

業
や
組
織
活
性
化
事
業
な
ど
の
計
画

案
が
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
が
行
わ
れ
、
新
会
長
に
は
石
狩
管

内
商
工
青
連
会
長
の
山
田
氏
が
選
任

さ
れ
た
。
新
役
員
は
次
の
と
お
り
。

会　

長　

山
田　

直
也
（
当
別
町
）

副
会
長　

大
熊　

啓
司
（
比　

布
）

副
会
長　

小
田　

雄
也（
き
た
み
市
）

副
会
長　

西
崎　
　

勉（
弟
子
屈
町
）

席
（
委
任
状
出
席
を
含
む
）
し
た
。

　

令
和
７
年
度
事
業
で
は
、
女
性
部

員
の
加
入
促
進
に
継
続
し
て
取
り
組

む
ほ
か
、「
女
性
部
員
業
務
体
験
研

修
」
な
ど
の
若
手
後
継
者
等
育
成
事

業
を
は
じ
め
と
し
た
計
画
案
が
原
案

ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　

総
会
終
了
後
、
主
張
発
表
北
海
道

大
会
を
兼
ね
た
女
性
部
指
導
者
中
央

研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
道
内
４
ブ

ロ
ッ
ク
か
ら
選
出
さ
れ
た
代
表
者
が

女
性
部
活
動
を
通
じ
た
体
験
談
や
女

性
部
の
在
り
方
、
地
域
貢
献
へ
の
思

い
を
発
表
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
北
海
道
知
事
賞
と

な
る
最
優
秀
賞
は
、
当
別
町
商
工
会

女
性
部
の
福
井
麻
美
子
部
長
が
受
賞

し
た
。

　

な
お
、
福
井
部
長
は
７
月
23
日
に

秋
田
県
秋
田
市
で
開
催
さ
れ
る
主
張

発
表
東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

に
北
海
道
代
表
と
し
て
参
加
し
、
全

国
大
会
出
場
を
目
指
す
。

　

日
程
の
最
後
に
は
、
Ｉ
Ｔ
エ
ヴ
ァ

ン
ジ
ェ
リ
ス
ト
で
あ
る
若
宮
正
子
氏

を
招
き
、「
好
奇
心
が
世
界
を
変
え

る
～
人
生
は
い
つ
だ
っ
て
面
白
い

～
」
と
題
し
て
講
演
が
あ
り
、
デ
ジ

タ
ル
社
会
を
目
指
す
必
要
性
と
、
日

常
生
活
だ
け
で
な
く
経
営
活
動
や
、

高
齢
者
が
生
成
Ａ
Ｉ
な
ど
の
Ｉ
Ｔ
利

用
に
挑
戦
す
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ

い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　
専
務
理
事　

藥
袋
浩
之（
み
な
い・

ひ
ろ
ゆ
き
）。平
成
元

年
４
月
北
海
道
庁
入

庁
。
令
和
３
年
４
月

総
合
政
策
部
次
長
。
令
和
５
年
６
月

札
幌
道
税
事
務
所
長
。
令
和
６
年
４

月
環
境
生
活
部
ア
イ
ヌ
政
策
監
。
59

歳
。

　
理
　
　
事　

山
田
直
也（
や
ま
だ
・　

な
お
や
）
道
商
工
青

連
会
長
。
大
栄
建
工

㈱
代
表
取
締
役
。
令

和
５
年
４
月
当
別
町
商
工
会
青
年
部

長
。
令
和
５
年
5
月
同
商
工
会
理
事
。

39
歳
。

道
商
工
連
新
役
員
紹
介

（敬称略）

火災、落雷、破裂・爆発、風災・ひょう災・雪災
物体の落下・飛来・衝突、水ぬれ、騒じょう、盗難、水災

備えは万全ですか？ 
総合火災共済に加入して
安心な毎日を！

備えは万全ですか？ 
総合火災共済に加入して
安心な毎日を！

みなさまのニーズに合わせて大切な財産をしっかりお守りいたします。

お申込み・お問い合わせ 各取扱商工会または当組合へ

〒060-0001 札幌市中央区北１条西７丁目 プレスト1・7
Tel.011-231-1322（受付時間 平日9：00～17：00）

http://www.lilac.co.jp/kasaikyosai/

女
性
部
連
合
会
総
会
報
告

青
年
部
連
合
会
総
会
報
告
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道
商
工
連
で
は
、
道
内
商
工
会
会

員
企
業
の
事
業
再
構
築
に
関
す
る
優

良
事
例
を
収
集
・
発
信
し
て
お
り
、

今
回
は
、
清
水
町
の
会
員
事
業
者
で

あ
る「
プ
ラ
ウ
リ
テ
ー
ル
株
式
会
社
」

の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

　

同
社
は
、
１
９
３
５
年
に
清
水
町

で
「
マ
ル
シ
チ
星
野
呉
服
店
」
と
し

て
創
業
し
、
時
代
の
変
化
に
対
応

し
な
が
ら
婦
人
服
専
門
店
を
経
て
、

１
９
９
９
年
に
法
人
化
。
２
０
１
０

年
に
は
現
在
の
社
名
に
変
更
し
、
ア

パ
レ
ル
メ
ー
カ
ー
の
販
売
代
行
を
主

軸
に
、
ピ
ー
ク
時
に
は
10
店
舗
を
運

営
す
る
ま
で
に
成
長
し
た
。

　

し
か
し
、
近
年
は
ネ
ッ
ト
通
販
の

台
頭
や
消
費
行
動
の
変
化
に
よ
り
、

業
績
は
次
第
に
下
降
線
を
た
ど
り
、

加
え
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
売
上
が
激
減
。
全
店
舗
を
維
持

す
る
こ
と
が
困
難
と
な
り
、
事
業
の

再
構
築
が
急
務
と
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
代
表
取
締
役
社
長

の
星
野
啓
二
氏
は
、
従
業
員
の
雇
用

を
守
り
な
が
ら
企
業
と
し
て
の
存
続

を
図
る
た
め
、
新
た
に
宿
泊
業
へ
の

参
入
を
決
意
し
た
。
背
景
に
は
、
か

つ
て
町
内
最
大
の
宿
泊
施
設
「
札
幌

屋
」
が
廃
業
し
た
こ
と
で
、
失
わ
れ

た
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
し
た

い
と
い
う
強
い
想
い
が
あ
っ
た
。

　

本
事
業
に
は
、
事
業
再
構
築
補

助
金
を
活
用
。
清
水
町
商
工
会
の

伴
走
支
援
や
、
青
年
部
時
代
の
仲

間
か
ら
の
助
言
に
も
支
え
ら
れ
た
。

　

ア
パ
レ
ル
事
業
と
の
相
乗
効
果

を
意
識
し
た
事
業
内
容
と
し
て
、

本
事
業
の
計
画
に
は
礼
服
フ
ォ
ー

マ
ル
の
レ
ン
タ
ル
や
、
宿
泊
施
設

で
使
用
す
る
備
品
の
販
売
も
盛

り
込
む
こ
と
で
需
要
を
確
保
し
、

２
０
２
２
年
12
月
、
十
勝
清
水
駅

前
に
３
棟
の
コ
テ
ー
ジ
型
宿
泊
施

設
「
プ
ラ
ウ
ク
ラ
ス
」
が
誕
生
し
た
。

　

今
後
は
、
各
コ
テ
ー
ジ
の
内
装

を
宿
泊
客
の
ニ
ー
ズ
の
少
し
先
を

捉
え
な
が
ら
コ
ン
セ
プ
ト
ご
と
に

差
別
化
す
る
ほ
か
、
自
社
衣
料
品

を
展
示
す
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
機
能

も
取
り
入
れ
る
予
定
。
ま
た
、
星

野
社
長
の
趣
味
で
あ
る
ク
ル
マ
を

テ
ー
マ
と
し
た
民
泊
施
設
の
開
業

も
予
定
し
て
い
る
。

　
「
ま
ち
の
賑
わ
い
を
も
う
一
度
取

り
戻
し
た
い
」、
星
野
社
長
の
取
り

組
み
に
は
、
地
域
に
対
す
る
深
い

想
い
と
、
事
業
を
通
じ
た
ま
ち
づ

く
り
へ
の
強
い
決
意
が
込
め
ら
れ

て
い
る
。

　

道
商
工
連
で
は
、
他
に
も
事
業
再

構
築
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
事
例
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る
。 （https://w

w
w

.do-shokoren.
or.jp/

）

　

詳
し
く
は
下
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
確
認

い
た
だ
き
た
い
。

　

道
商
工
連
で
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
拠
点
と
し
て
役
割
を
担
っ

て
い
る
商
店
街
に
着
目
し
、「
夕
や

け
市
」
を
開
催
す
る
同
実
行
委
員

会
と
運
営
に
関
わ
る
長
沼
町
商
工

会
の
取
り
組
み
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
紹
介
し
て
い
る
。

　

平
成
８
年
７
月
、
商
店
街
の
活

性
化
を
目
的
に
始
ま
っ
た
「
夕
や

け
市
」
は
、
次
回
で
１
２
９
回
を

迎
え
る
。

　

回
を
重
ね
る
ご
と
に
来
場
者
が

増
加
、
１
回
の
開
催
で
人
口
の
２

倍
以
上
の
来
場
が
あ
る
こ
と
か
ら

「
人
口
１
万
人
の
ま
ち
に
３
万
人
集

ま
る
イ
ベ
ン
ト
」
と
し
て
注
目
を

集
め
て
い
る
。

　

商
工
会
で
は
、
に
ぎ
わ
い
創
出

と
商
業
振
興
だ
け
で
は
な
く
、
テ

ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
チ
ャ
レ

ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
の
場
と
し
て
活
用

し
て
お
り
、
支
援
事
例
も
紹
介
し

て
い
る
た
め
、
参
考
に
し
て
ほ
し
い
。

　

な
お
、
今
年
度
は
６
月
28
日
、

７
月
26
日
、
９
月
27
日
17
時
30
分

か
ら
20
時
ま
で
長

沼
町
本
通
商
店
街

で
開
催
さ
れ
る
。

　

中
小
企
業
庁
で
は
、
中
小
企
業

等
の
売
上
拡
大
や
生
産
性
向
上
を

目
的
と
し
た
「
中
小
企
業
省
力
化

投
資
補
助
金
」
の
申
請
受
付
を
行
っ

て
い
る
。

　

こ
の
補
助
金
制
度
は
、「
カ
タ
ロ

グ
注
文
型
」
と
「
一
般
型
」
の
2

類
型
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、「
カ
タ

ロ
グ
注
文
型
」
は
、
付
加
価
値
額

や
生
産
性
の
向
上
に
効
果
的
な
汎

用
製
品
を
カ
タ
ロ
グ
か
ら
選
び
導

入
す
る
形
式
。
補
助
率
は
１
／
２

以
下
で
、
補
助
上
限
額
は
従
業
員

数
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
お
り
、
大

幅
な
賃
上
げ
に
よ
り
、
補
助
上
限

額
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
特
例
も
設

け
ら
れ
て
い
る
。

　

一
方
、「
一
般
型
」
は
令
和
７
年

度
か
ら
新
た
に
設
け
ら
れ
た
枠
組

み
で
、
事
業
内
容
等
に
応
じ
た
設

備
導
入
や
シ
ス
テ
ム
構
築
等
の
多

様
な
省
力
化
投
資
を
支
援
。
補
助

金
の
上
限
は
最
大
1
億
円
で
、
補

助
率
は
中
小
企
業
が
１
／
２
、
小

規
模
事
業
者
等
に
つ
い
て
は
２
／

３
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
カ
タ
ロ
グ
注
文
型
」
は
随
時
申

請
が
可
能
で
、「
一
般
型
」
は
６
月

中
旬
に
公
募
要
領
が
公
開
予
定
。

詳
細
は
、
中
小
企
業
省
力
化
投
資

補
助
金
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://

shoryokuka.sm
rj.go.jp/

）

を

確
認
い
た
だ
き
た
い
。

―
事
業
再
構
築
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
事
例
―

プ
ラ
ウ
リ
テ
ー
ル
株
式
会
社
の
取
り
組
み

――
事
業
事
業
事
業
事
業
事
業
事
業
事
業
事
業
事
業
事
業
事
業
事事事事事事事

再
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ジ
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ジ
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ジ
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ス
プ
ス
プ
ス
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ス
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ス
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ス
プ
ス
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ス
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ン
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ン
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例
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例
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例
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例
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例
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例
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例
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例
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―
事
業
再
構
築
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
事
例
―

プ
ラ
ウ
リ
テ
ー
ル
株
式
会
社
の
取
り
組
み

― 

商
店
街
活
性
化
事
例 

―

長
沼
町「
夕
や
け
市
」

商店街先進事例（道商工連ホームページ）商店街先進事例（道商工連ホームページ）

中
小
企
業
省
力
化

投
資
補
助
金
紹
介
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道
商
工
連
で
は
、
商
工
会
地
域

に
お
け
る
経
営
者
の
高
齢
化
や
後

継
者
不
足
に
対
応
す
る
た
め
の
円

滑
な
事
業
承
継
推
進
へ
向
け
て
、

各
関
係
機
関
と
連
携
し
た
セ
ミ

ナ
ー
や
個
別
相
談
会
を
開
催
し
て

い
る
。

　

こ
の
度
、
各
商
工
会
に
お
け
る

事
業
承
継
支
援
に
係
る
取
り
組
み

状
況
に
つ
い
て
、
令
和
３
年
度
か

ら
４
年
間
の
推
移
を
取
り
ま
と
め
、

各
商
工
会
へ
通
知
し
た
。

　

令
和
６
年
度
の
調
査
結
果
に
よ

る
と
、
道
内
商
工
会
員
数
に
占

め
る
60
～
69
歳
の
経
営
者
は
26
・

6
％
と
昨
年
度
の
27
・
0
％
か
ら

0
・
4
ポ
イ
ン
ト
低
下
、
70
歳
以

上
の
経
営
者
は
30
・
3
％
と
昨
年

度
の
30
・
7
％
か
ら
0
・
4
ポ
イ

ン
ト
の
低
下
と
、
経
営
者
の
高
齢

化
に
や
や
歯
止
め
が
か
か
り
つ
つ

あ
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。

第
Ⅲ
期
小
規
模
企
業
振
興
基
本
計
画

が
閣
議
決
定
さ
れ
る

　

小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
に
基
づ

き
、
小
規
模
企
業
の
振
興
に
関
す
る

施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進

す
る
た
め
、
第
Ⅲ
期
小
規
模
企
業
振

興
基
本
計
画
が
令
和
７
年
３
月
に
閣

議
決
定
さ
れ
、
４
つ
の
目
標
と
15
の

重
点
施
策
が
掲
げ
ら
れ
た
。
そ
の
内

容
は
次
の
と
お
り
。

　

目
標
１
【
需
要
を
見
据
え
た
経
営

力
の
向
上
】
経
営
者
の
リ
テ
ラ
シ
ー

向
上
、
経
営
計
画
の
策
定
、
需
要
開

拓
・
新
事
業
展
開
、
取
引
適
正
化
対

策
な
ど
。

　

目
標
２
【
経
営
資
源
の
有
効
活
用
、

人
材
の
育
成
・
確
保
】
起
業
・
創
業
、

　

ま
た
、
後
継
者
の
有
無
に
つ
い

て
は
、
60
～
69
歳
の
不
在
率
が

51
・
6
％
と
昨
年
度
の
52
・
0
％

か
ら
0
・
4
ポ
イ
ン
ト
低
下
、
70

歳
以
上
の
不
在
率
に
つ
い
て
は
53
・

0
％
と
昨
年
度
の
53
・
3
％
か
ら

0
・
3
ポ
イ
ン
ト
低
下
と
、
い
ず

れ
も
前
年
度
か
ら
わ
ず
か
に
改
善

が
見
ら
れ
た
。

 　

こ
う
し
た
中
、
事
業
承
継
を
必

要
と
す
る
商
工
会
地
域
の
会
員
企

業
は
全
道
で
３
３
０
３
社
あ
り
、

そ
の
う
ち
１
５
８
８
社
が
商
工
会

に
よ
る
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
。

　

昨
年
度
、
商
工
会
地
域
に
お
い

て
事
業
承
継
が
完
了
し
た
企
業
数

は
１
４
０
社
と
昨
年
度
の
１
２
５

社
か
ら
15
社
増
加
し
た
。

　

一
方
、
昨
年
度
、
商
工
会
地
域

で
廃
業
し
た
企
業
数
は
５
８
９
社

あ
り
、
前
年
度
か
ら
97
社
増
加
。

廃
業
理
由
は
「
経
営
者
の
高
齢
化
、

健
康
上
の
問
題
」
が
３
５
０
件
と

最
も
多
く
、
次
に
「
後
継
者
不
在

の
た
め
」
に
よ
る
廃
業
が
１
１
８

件
と
な
っ
て
お
り
、
事
業
承
継
支

援
の
重
要
性
が
改
め
て
浮
き
彫
り

と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
円
滑
な
事
業
承
継
へ
向

け
て
商
工
会
地
域
に
と
っ
て
必
要

と
考
え
る
支
援
内
容
は
、
専
門
家

派
遣
が
48
件
、
個
別
相
談
会
の
開

催
が
31
件
と
の
回
答
が
あ
り
、
支

援
の
必
要
性
が
広
く
認
識
さ
れ
て

い
る
。

　

道
商
工
連
で
は
今
後
、
専
門
家

派
遣
事
業
の
ほ
か
、
北
海
道
事
業

承
継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
や

日
本
政
策
金
融
公
庫
等
、
関
係
機

関
と
連
携
し
た
個
別
相
談
会
を
各

圏
域
に
お
い
て
実
施
予
定
で
あ
り
、

事
業
承
継
を
検
討
し
て
い
る
事
業

者
に
つ
い
て
は
、
地
元
の
商
工
会

へ
相
談
い
た
だ
き
た
い
。

事
業
承
継
・
円
滑
な
廃
業
・
再
チ
ャ

レ
ン
ジ
、
大
規
模
災
害
へ
の
対
応
、

事
業
継
続
力
の
強
化
、
人
手
不
足
対

応
な
ど
。

　
目
標
３
【
地
域
経
済
の
活
性
化
、

地
域
住
民
の
生
活
向
上・交
流
促
進
】

地
域
経
済
の
活
性
化
、地
域
の
生
活
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
、
地
域
課

題
解
決
の
推
進
な
ど
。

　
目
標
４
【
支
援
体
制
の
整
備
そ
の

他
必
要
な
施
策
】支
援
機
関
の
体
制
・

連
携
強
化
、
国
と
地
方
公
共
団
体
と

の
連
携
強
化
、
手
続
の
簡
素
化
・
施

策
情
報
の
提
供
な
ど
。

　

第
Ⅲ
期
基
本
計
画
で
は
、頻
発
化
・

激
甚
化
す
る
自
然
災
害
か
ら
の
早
期

復
旧
・
復
興
を
目
指
し
、
国
・
都
道

府
県
・
市
町
村
が
一
体
と
な
っ
た
支

援
を
強
化
す
る
こ
と
が
含
ま
れ
、
ま

た
、
地
方
公
共
団
体
が
主
体
と
な
り
、

支
援
機
関
同
士
が
緊
密
に
連
携
し
、

地
域
で
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

　

第
Ⅲ
期
基
本
計
画
の
実
施
に
よ
り
、

小
規
模
事
業
者
が
時
代
の
変
化
に
応

じ
て
経
営
力
を
向
上
さ
せ
、
地
域
課

題
解
決
を
含
め
「
新
た
な
需
要
が
喚

起
さ
れ
る
分
野
」
に
積
極
的
に
取
り

組
む
こ
と
で
、こ
れ
ま
で
以
上
に「
稼

ぐ
力
」
を
高
め
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
お
り
、
商
工
会
は
引
き
続
き
小
規

模
事
業
者
を
支
援
し
て
い
く
。

「
事
業
承
継
支
援
状
況
調
査
」　

結
果
の
概
要

「
事
業
承
継
支
援
状
況
調
査
」　

結
果
の
概
要

「
事
業
承
継
支
援
状
況
調
査
」　

結
果
の
概
要

「
小
規
模
企
業
振
興
基
本
計
画
」

第
Ⅲ
期
の
概
要

「
小
規
模
企
業
振
興
基
本
計
画
」

第
Ⅲ
期
の
概
要

【会員の年齢別割合】【会員の年齢別割合】

【後継者不在率(60～69歳)】【後継者不在率(60～69歳)】【後継者不在率(70歳以上)】【後継者不在率(70歳以上)】

【廃業理由(複数回答)】【廃業理由(複数回答)】

70歳以上
30.3%

60～69歳
26.6%

50～59歳
23.0%

40～49歳
14.6%

39歳以下
5.5%

後継者がいない
51.6%

後継者がいる
48.4%

後継者がいない
53.0%

後継者がいる
47.0%

0 50 100

102
118

325
350

87
117

30
17

84
107

2023年 2024年

150 200 250 300 350

経営者の高齢化、健康上の問題

後継者不在のため

売上減少、販売先・顧客の減少

コロナの影響

その他の理由
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WEBメディア
「くらしごと」で
詳しく紹介中！

詳しい内容はこちら

北海道商工会連合会

TEL 011・251・0101
北海道内各エリアで募集しています
詳しい募集要項・応募方法はこちらから! 北海道商工会連合会

お問い合わせ先

こ
の
広
い
北
海
道
に
は
1
5
2
の
商
工
会
が

あ
り
、私
た
ち
商
工
会
職
員
は
、事
業
者
に
寄

り
添
っ
た
支
援
や
、地
域
振
興
の
た
め
の
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。た
と
え
ば
、ま
ち
の
イ
ベ
ン

ト
の
企
画
・
運
営
、飲
食
店
や
商
店
の
経
営
サ

ポ
ー
ト
、特
産
品
を
活
か
し
た
商
品
開
発
の
ア

ド
バ
イ
ス
、時
に
は
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た

め
の
事
業
承
継
の
相
談
に
の
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。経
営
者
も
悩
み
を
抱
え
、相
談
で
き
る

相
手
を
探
し
て
い
ま
す
。相
談
ひ
と
つ
ひ
と
つ

に「
想
い
」が
あ
り
ま
す
。そ
の「
想
い
」を
受
け

止
め
、と
も
に
解
決
す
る
。事
業
者
の
未
来
は

ま
ち
の
未
来
。商
工
会
は
事
業
者
を
支
え
、活

気
あ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
、地
域
に
根

差
し
た
サ
ポ
ー
タ
ー
な
の
で
す
。

ま
ず
は

、知
って
下さい! 私たちの仕

事
。

WEBメディア「くらしごと」で詳しくご紹介中

https://www.do-shokoren.or.jp

（ 商工会職員 ）
ローカルビジネスサポーター募集

[ 

取
材
協
力 ] 

ニ
セ
コ
町
商
工
会

「ローカルビジネスサポーター」と称して
商工会職員を募集中です。

　
令
和
７
年
度
道
商
工
連
会
長
表
彰

を
受
賞
し
た
商
工
会
及
び
役
職
員
は
︑

次
の
と
お
り
︵
敬
称
略
︶

優
良
商
工
会

◇
空
知
管
内
︻
由
仁
町
︼

◇
十
勝
管
内
︻
鹿
追
町
︼

優
良
役
員

◇
石
狩
管
内

︻
北
広
島
︼
東
隆
史
、
成
田
一
博
、

及
川
正
勝
、
木
原
雅
史

︻
新
篠
津
村
︼
工
藤
孝
史

◇
渡
島
管
内

︻
函
館
市
亀
田
︼
田
村
義
信
、
佐
久

間
紀
、
大
塚
清
子
、
山
口
勝
彦

︻
松
前
︼
高
松
秀
也
︻
知
内
︼
橋
本

賢
二
、
構
口
光
︻
八
雲
︼
小
西
雄
一

◇
後
志
管
内

︻
ニ
セ
コ
町
︼
南
重
光
︻
喜
茂
別
町
︼

桃
木
由
孝
、
永
井
孝
博
︻
古
平
町
︼

藤
田
恭
介
、
苗
代
澤
英
子

◇
上
川
管
内

︻
当
麻
町
︼
長
瀬
司
朗
︻
美
瑛
町
︼

福
原
福
博
︻
風
連
︼
小
田
桐
秀
典

◇
留
萌
管
内

︻
遠
別
︼
吉
田
真
人

◇
宗
谷
管
内

︻
枝
幸
町
︼三
國
浩
司︻
利
尻
富
士
町
︼

伊
勢
元
治
朗
、
中
瀬
薫
、
神
田
信
司

◇
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内

︻
大
空
町
︼
岩
原
繁
、
菅
野
宏
治
、

樫
原
一
郎
、大
泉
知
功
、中
山
登
︻
清

里
町
︼
南
部
陽
、
樫
村
初
雄

◇
胆
振
管
内

︻
白
老
町
︼
三
河
健
一
︻
安
平
町
︼

瀧
本
哲
也

◇
十
勝
管
内

︻
清
水
町
︼
長
谷
川
弘
、
三
田
英
郎
、

佐
々
木
昌
三
︻
幕
別
町
︼
大
上
雄
司

︻
池
田
町
︼
阿
部
勝
美
、北
康
弘
︻
浦

幌
町
︼
中
山
晴
彦

◇
釧
路
管
内

︻
釧
路
町
︼
松
並
邦
拓
︻
白
糠
町
︼

大
坪
洋
一
、
髙
橋
美
千
男

優
良
職
員

◇
後
志
管
内

︻
積
丹
町
︼
髙
野
泰
成

◇
空
知
管
内

︻
由
仁
町
︼
大
塚
正
芳

◇
上
川
管
内

︻
音
威
子
府
村
︼
畠
山
渉

◇
留
萌
管
内

︻
遠
別
︼
米
谷
翔
津
真

◇
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内

︻
清
里
町
︼
青
山
梨
佳
︻
訓
子
府
町
︼

関
泰
宏
︻
興
部
町
︼
木
村
美
里
︻
西

興
部
村
︼
星
野
剛
央

◇
胆
振
管
内

︻
洞
爺
湖
町
︼
加
藤
貴
之

◇
日
高
管
内

︻
平
取
町
︼
白
戸
晶
代

◇
十
勝
管
内

︻
上
士
幌
町
︼
佐
藤
真
弓
︻
芽
室
町
︼

田
中
ゆ
か
り

共
済
事
業
加
入
推
進
優
良
商
工
会

︻
商
工
貯
蓄
共
済
新
規
加
入
口
数
︼

▽
別
海
町
▽
中
標
津
町
▽
南
富
良
野

町︻商
工
貯
蓄
共
済
新
規
加
入
率
︼

▽
別
海
町
▽
南
富
良
野
町
▽
朝
日
▽

北
竜
町

︻
全
国
商
工
会
会
員
福
祉
共
済
新
規

加
入
口
数
︼
▽
山
部

︻
全
国
商
工
会
会
員
福
祉
共
済
新
規

加
入
率
︼
▽
山
部
▽
浜
頓
別
町

会
員
増
強
運
動
優
良
商
工
会

︻
会
員
純
増
数
︼

▽
東
川
町

︻
会
員
純
増
率
︼

▽
東
川
町
▽
南
幌
町

被
表
彰
者

道
商
工
連
会
長
表
彰
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石
狩
北
商
工
会
長

岸
本　
教
範 

さ
ん

　

岸
本
会
長
は
、
現
在
58
歳
。
平
成

21
年
５
月
に
商
工
会
長
に
就
任
、
令

和
３
年
５
月
に
は
石
狩
管
内
商
工
連

会
長
、
道
商
工
連
理
事
に
就
任
し
、

令
和
６
年
５
月
か
ら
道
商
工
連
副
会

長
を
務
め
、
全
道
商
工
会
組
織
の
指

導
者
と
し
て
手
腕
を
振
る
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
令
和
５
年
６
月
、（
一
社
）

石
狩
観
光
協
会
の
理
事
長
に
就
任
、

石
狩
市
三
大
秋
祭
り
と
称
さ
れ
、
鮭

が
旬
な
秋
に
開
催
さ
れ
る
「
浜
益
ふ

る
さ
と
祭
り
」「
厚
田
ふ
る
さ
と
あ

き
あ
じ
祭
り
」「
石
狩
さ
け
ま
つ
り
」

の
中
心
的
な
役
割
を
担
う
な
ど
、
多

方
面
で
地
域
の
活
性
化
に
尽
力
し
て

い
る
。

　

令
和
３
年
に
は
、
本
道
の
産
業
振

興
へ
の
貢
献
が
認
め
ら
れ
、
北
海
道

知
事
表
彰
（
産
業
貢
献
賞
）
を
受
賞

し
、
さ
ら
に
は
、
令
和
５
年
秋
の
藍

綬
褒
章
を
受
章
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　

☆

　

石
狩
北
商
工
会
は
、
平
成
17
年
10

月
に
厚
田
村
と
浜
益
村
が
編
入
合
併

し
た
石
狩
市
に
お
い
て
、
平
成
18
年

４
月
、
厚
田
村
商
工
会
と
浜
益
村
商

工
会
が
合
併
し
、
改
称
し
た
組
織
で

あ
り
、
同
市
に
は
石
狩
商
工
会
議
所

が
併
存
し
て
い
る
。

　

同
商
工
会
議
所
が
管
轄
す
る
市
の

中
心
地
区
は
、
札
幌
市
に
隣
接
す
る

南
部
に
位
置
し
、
商
工
会
の
管
轄
地

区
は
、
市
北
部
の
厚
田
区
（
旧
厚
田

村
商
工
会
地
区
）
と
浜
益
区
（
旧
浜

益
村
商
工
会
地
区
）
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

☆

　

商
工
会
の
会
員
数
は
60
名
、
組
織

率
は
55
％
、
役
員
13
名
、
職
員
３
名

で
運
営
し
て
い
る
。

　

経
営
発
達
支
援
事
業
で
は
、
事
業

計
画
の
策
定
や
動
画
を
活
用
し
た
販

路
拡
大
事
業
、
消
費
者
ア
ン
ケ
ー
ト

に
よ
る
需
要
動
向
調
査
な
ど
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
石
狩
市
、
商
工
会
議
所
、

金
融
機
関
と
連
携
し
、「
い
し
か
り

創
業
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
構
築
、

特
定
創
業
支
援
等
事
業
の
実
施
に

向
け
た
体
制
を
整
備
し
た
。
さ
ら
に
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め
、
商

工
会
議
所
と
共
同
で
「
い
し
か
り
デ

ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
を
実
施

す
る
な
ど
、
全
市
的
な
事
業
を
展
開

し
て
い
る
。

―
―
― 

企 

業 

紹 

介 

―
―
―
―
―

　

岸
本
会
長
は
、
平
成
８
年
12
月
、

岸
本
産
業
㈱
の
代
表
取
締
役
に
就
任

し
て
い
る
。
事
業
は
総
合
土
木
建
設

工
事
を
主
軸
と
し
、
生
コ
ン
製
造
販

売
、
砕
石
採
取
販
売
、
燃
料
販
売
な

ど
多
角
的
に
展
開
し
て
お
り
、
イ
ン

フ
ラ
整
備
や
災
害
復
旧
工
事
な
ど
を

通
じ
て
、
地
域
へ
の
貢
献
度
が
高
い

企
業
で
あ
る
。

　

本
店
を
石
狩
市
浜
益
区
に
置
き
、

札
幌
市
中
央
区
に
営
業
活
動
の
拠
点

と
し
て
支
店
を
設
置
し
て
い
る
。

　

事
業
活
動
の
一
方
で
、
社
会
貢
献

に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
小
・
中

学
校
の
敷
地
の
草
刈
り
、
春
先
の
雪

割
り
な
ど
の
施
設
整
備
や
地
域
イ
ベ

ン
ト
へ
の
資
機
材
の
提
供
や
準
備
、

各
団
体
が
実
施
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
植
樹
活
動
な
ど
に
も
積
極
的
に
参

加
し
て
い
る
。

　

岸
本
会
長
は
、
「
建
設
で
豊
か
な

く
ら
し
を
創
造
す
る
」
と
い
う
ビ

ジ
ョ
ン
の
も
と
、
企
業
の
社
会
的
責

任
を
果
た
し
な
が
ら
、
住
み
や
す
く

安
心
で
き
る
地
域
の
実
現
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
。
と
語
っ
て
く
れ
た
。（事業所外観）（事業所外観）

本制度についてのお問い合わせ、お申し込みは

お近くの 商工会 又は 北海道商工会連合会 へ

年金に不安を感じたら
無理のない月額で積立をしたい

オンラインで加入申込受付中
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　蘭越町商工会の佐藤義久会長（70歳）は、令和7年春の叙
勲（令和７年４月29日付）で、旭日単光章を受章した。
　佐藤会長は、昭和63年８月、佐藤建設㈱の代表取締役に

就任した後、代表取締役会長を経て、現在は相談役を務めている。また、平成20
年９月には、蘭越町、商工会、一般個人が出資して設立した「㈱まちづくりらんこ
し」の代表取締役に就任し、今日に至っている。
　企業経営の傍ら昭和63年５月、蘭越町商工会理事に就任、平成15年５月から
副会長、平成27年５月には会長に就任し、これまで、組織基盤の強化と小規模事
業者の経営支援と地域振興事業に積極的に取り組み、商工会事業の拡充に尽力
してきた。
　蘭越町は、奥ニセコと称され、観光関連産業が牽引し、活況を呈するニセコエ
リアにあって転入者が増加傾向である。佐藤会長は、社会環境が変化する中に
あって、住民生活の向上を図り、地域の活性化に繋げるためには、創業の促進が
必要であるとの考えから、商工会をワンストップ窓口とし、信用金庫と国民生活金
融公庫との連携に加え、町の支援のもとで「蘭越町創業支援補助事業」の創設な
ど、新たなサポート体制を構築、令和５年４月の支援開始以降、第２創業を除く
支援先の全てが商工会に加入したことで、会員増強も図られた。
　また、新型コロナウイルス感染症の位置づけが５類に移行した令和５年、商工
会は「町民アンケート調査」を実施し、最新の消費動向とニーズの把握に努め、さ
らには、地域の活性化を図るため、令和６年４月、蘭越町、㈱まちづくりらんこし、
商工会の３者で構成する「蘭越町中心市街地活性化協議会」を設立し、佐藤会
長が協議会長に就任した。同協議会は、蘭越町が策定を進めている「中心市街
地活性化基本計画」への意見の提案と、事業実施の際の総合調整を担い、地域
経済の発展に寄与することを目的としており、地域商工業者のみならず住民の厚
い期待をもって協議会長の重責に応えている。
　今回、これらの功績が認められ、晴れの叙勲を受章した。

晴れの旭日単光章に輝く

2025年度おすすめ講座のご案内

中小企業大学校旭川校 TEL 0166-65-1200

北海道の中小企業及び地域の課題・ニーズに合わせた「自社課題解決型」講座が目白押し！

講座詳細は 旭川校HP

人材育成は中小企業大学校旭川校にお任せください！中小企業の「ひとづくり」に貢献します。

お気軽にお問い合わせください

旭川市緑が丘東 3 条 2 丁目 2-1

独立行政法人 中小企業基盤整備機構 北海道本部

■№47 経営トップセミナー ～コスト高騰に立ち向かう「値決め」経営～
2025年７月25日（金）　　　　　　　　　　 16,000円（税込）    　　　 経営者・経営幹部期　間 受講料 対象者

■№17 営業計画策定講座（札幌開催） ～マーケティングの視点で考える営業マネジメントの実践法～
　　　　　　　　　　　　　　　             　 36,000円（税込）   　　　  経営幹部・管理者期　間 受講料 対象者

■№42 組織風土づくりの考え方・進め方（札幌開催）～イキイキと働ける職場づくりと組織の活性化～
2025年8月5日（火）～7日（木）　  　 　　　 32,000円（税込）  　　　  経営幹部・管理者期　間 受講料 対象者

中小　旭川 初めての方は 旭川校トリセツ

【 利益を生み出す自社商品・サービス価格のポイントを学ぶ！ 】おすすめ

2025年7月23日（水）～24日（木）
2025年8月27日（水）～28日（木）

　

令
和
七
年
春
の
叙
勲
で
次
の
と
お

り
商
工
会
関
係
者
が
受
章
し
た
。

　

な
お
、褒
章
受
章
者
は
お
り
ま
せ
ん
。

︿
旭
日
双
光
章
﹀
▽
村
上
和
子
（
上

富
良
野
町
商
工
会
会
員
）
▽
冨
樫
順

悦
（
蘭
越
町
商
工
会
会
員
）

︿
旭
日
単
光
章
﹀
▽
佐
藤
義
久
（
蘭

越
町
商
工
会
会
長
・
道
商
工
連
監
事
）

︿
瑞
宝
双
光
章
﹀
▽
野
崎
政
一
（
上

川
町
商
工
会
会
員
）▽
片
寄
繁
之（
上

士
幌
町
商
工
会
会
員
）
▽
島
不
二
彦

（
奈
井
江
町
商
工
会
会
員
）

︿
瑞
宝
単
光
章
﹀
▽
松
本
雄
一
（
豊

富
町
商
工
会
会
員
）▽
鈴
木
勝
己（
標

茶
町
商
工
会
会
長
）
▽
津
村
章
廣　

（
幕
別
町
商
工
会
理
事
）
▽
森
谷
秀

哲
（
訓
子
府
町
商
工
会
会
員
）

春
の
叙
勲
・
褒
章

道
内
関
係
受
章
者
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井
川
村
補
助
員
）
▽
洞
爺
湖
町 

内
村

稔
（
同
補
助
員
）
▽
阿
寒
町 

菊
地
亮

（
同
補
助
員
）
▽
白
糠
町 

田
畑
忠
（
阿

寒
町
経
営
指
導
員
）

（
６
月
１
日
）

〈
事
務
局
長
〉
▽
せ
た
な 

神
田
昌
（
新

任
）

【
退
職
】

（
１
月
31
日
）

〈
事
務
局
長
〉
▽
寿
都 

吉
田
正
二

〈
経
営
指
導
員
〉
▽
上
富
良
野
町 

齊

藤
裕
樹

（
２
月
18
日
）

〈
経
営
指
導
員
〉
▽
朝
日 

成
川
陽
介

（
３
月
31
日
）

〈
事
務
局
長
〉
▽
北
広
島 

藤
木
幹
久

▽
新
篠
津
村 
林
恵
二
▽
せ
た
な 

横

川
洋
二
▽
古
平
町 
渡
邊
泰
央
▽
南
幌

町 

柿
崎
納
▽
沼
田
町 
吾
子
博
明
▽

美
瑛
町 

菅
範
之
▽
中
富
良
野
町 

三

上
勝
美
▽
剣
渕 

上
林
聖
久
▽
枝
幸
町 

佐
藤
宏
一
▽
壮
瞥
町 

松
下
一
郎
▽
足

寄
町 

黒
畑
誠
▽
標
津
町 

荒
木
豊

〈
経
営
指
導
員
〉
▽
厚
沢
部 

釣
谷
英

雅
▽
寿
都 

岡
田
涼
平
▽
留
寿
都 

藤

堂
典
久
▽
洞
爺
湖
町 

茶
畑
慶
裕
▽
本

別
町 

小
泉
佳
菜

（
５
月
31
日
）

〈
経
営
指
導
員
〉
▽
函
館
東 

石
田
成

樹道
商
工
連
人
事

（
３
月
１
日
）

▽
企
業
支
援
課
主
事
補 

眞
鍋
慧
（
新

任
）

（
４
月
１
日
）

▽
総
務
部
長
兼
総
務
課
長 

齊
藤
文
雄

（
十
勝
支
所
長
）
▽
十
勝
支
所
長 

大

越
千
尋
（
組
織
支
援
課
課
長
補
佐
）

▽
組
織
支
援
課
兼
広
域
支
援
課
主
幹 

久
保
耕
二
（
広
域
支
援
課
兼
企
業
支

援
課
主
幹
）
▽
広
域
支
援
課
兼
企
業

支
援
課
主
幹 

山
形
幸
司
（
企
業
支
援

課
兼
広
域
支
援
課
主
幹
）
▽
広
域
支

援
課
兼
企
業
支
援
課
主
任 

藤
川
浩
太

（
会
員
サ
ー
ビ
ス
課
主
任
）
▽
総
務
課

主
任 

田
原
寛
明
（
特
別
推
進
局
兼
総

務
課
主
任
）
▽
特
別
推
進
局
主
事 

上

原
達
也
（
十
勝
支
所
主
事
）
▽
道
南

支
所
主
任 

疋
田
友
人
（
上
ノ
国
町
記

帳
専
任
職
員
）
▽
組
織
支
援
課
主
事

補 

松
谷
尚
宥
（
新
任
）
▽
道
商
工
業

支
援
協
同
組
合
主
事 

白
濱
海
斗
（
会

員
サ
ー
ビ
ス
課
主
事
）
▽
総
務
課
主

事 

熊
谷
伊
万
里
（
総
務
課
主
事
補
）

▽
会
員
サ
ー
ビ
ス
課
推
進
役 

横
島
義

人
（
再
雇
用
）
▽
特
別
推
進
局
推
進

役 

藤
谷
敏
彦
（
再
雇
用
）
▽
総
務
課

兼
特
別
推
進
局
専
任
支
援
員 

敦
澤
琢

弥
（
再
雇
用
）
▽
オ
ホ
ー
ツ
ク
支
所

専
任
支
援
員 

石
田
靖
恵
（
再
雇
用
）

（
５
月
１
日
）

▽
事
務
局
長
兼
組
織
経
営
支
援
部
長 

渡
部
正
樹
（
事
務
局
次
長
兼
組
織
経

営
支
援
部
長
）
▽
総
務
部
長 

齊
藤
文

雄
（
総
務
部
長
兼
総
務
課
長
）
▽
総

務
課
長 

佐
々
木
健
雄
（
広
域
支
援
課

長
兼
道
央
圏
広
域
指
導
セ
ン
タ
ー
長
）

▽
企
業
支
援
課
長
兼
広
域
支
援
課
長

兼
道
央
圏
広
域
指
導
セ
ン
タ
ー
長 

大

山
信
幸
（
企
業
支
援
課
長
）
▽
道
南

支
所
主
幹 

小
野
寺
め
ぐ
み
（
総
務
課

主
幹
）

（
６
月
１
日
）

▽
企
業
支
援
課
兼
広
域
支
援
課
主
事 

眞
鍋
慧
（
企
業
支
援
課
主
事
補
）

【
退
職
】

（
３
月
31
日
）

▽
総
務
部
長
兼
総
務
課
長 

星
圭
司

▽
道
北
支
所
主
任 

山
本
周
平

（
４
月
10
日
）

▽
道
南
支
所
主
任 

疋
田
友
人

（
４
月
30
日
）

▽
事
務
局
長 

中
畑
雅
幸

人
事
異
動

人
事
異
動

商
工
会
人
事

（
２
月
１
日
）

〈
事
務
局
長
〉
▽
寿
都 

滝
山
修
市
（
新

任
）
▽
阿
寒
町 
橘
伸
幸
（
新
任
）

〈
経
営
指
導
員
〉
▽
上
富
良
野
町　

稲

場
晃
紀
（
同
記
帳
専
任
職
員
）

（
４
月
１
日
）

〈
事
務
局
長
〉
▽
北
広
島 

千
葉
直
樹

（
新
任
）
▽
新
篠
津
村 

市
川
倫
明
（
新

任
）
▽
古
平
町 

丹
後
友
二
（
新
任
）

▽
南
幌
町 

長
谷
川
次
人
（
同
経
営
指

導
員
）
▽
沼
田
町 

村
中
博
隆
（
新
任
）

▽
美
瑛
町 

栗
原
弘
志
（
同
経
営
指
導

員
）
▽
中
富
良
野
町 

打
越
和
哉
（
同

経
営
指
導
員
）▽
剣
渕 

阿
部
雅
紀（
同

補
助
員
）
▽
大
空
町 

遠
野
祐
一
（
新

任
）
▽
雄
武
町 

藤
川
勝
利
（
新
任
）

▽
壮
瞥
町 

毛
利
修
二
（
新
任
）
▽
足

寄
町 

星
圭
司
（
道
商
工
連
）
▽
標
津

町 

阿
部
徹
（
新
任
）

〈
経
営
指
導
員
〉
▽
厚
沢
部 

山
崎
泰

基
（
同
補
助
員
）
▽
寿
都 

田
村
亮

太
（
同
補
助
員
）
▽
留
寿
都 

大
野
裕

斗
（
同
補
助
員
）
▽
江
部
乙 

佐
古
刻

弥
（
ニ
セ
コ
町
記
帳
専
任
職
員
）
▽

南
幌
町 

桧
垣
貴
信
（
江
部
乙
経
営
指

導
員
）▽
新
十
津
川
町 

内
田
一
哲（
白

糠
町
経
営
指
導
員
）
▽
美
瑛
町 

近
野

友
城
（
占
冠
村
補
助
員
）
▽
中
富
良

野
町 

永
峰
郁
巳
（
新
十
津
川
町
経
営

指
導
員
）
▽
朝
日 

阿
部
圭
介
（
同
補

助
員
）
▽
斜
里
町 

羽
根
あ
ゆ
み
（
赤

謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

〈
役
員
〉 

■
恵
山
町（
現
函
館
東
）商
工

会
元
会
長	

伊
藤
昭
三
郎 

様

令
和
７
年
１
月
５
日
ご
逝
去

■
標
津
町
商
工
会
元
会
長　

	

藤
本　
　

満 

様

令
和
７
年
２
月
12
日
ご
逝
去

■
北
竜
町
商
工
会
前
会
長

	

小
松　

忠
彦 

様

令
和
７
年
３
月
28
日
ご
逝
去

■
道
商
工
連
元
副
会
長

（
豊
浦
町
商
工
会
元
会
長
）

	

金
丸　
　

昭 

様

令
和
７
年
４
月
７
日
ご
逝
去

〈
職
員
〉

■
朝
日
商
工
会
経
営
指
導
員

	

成
川　

陽
介 

様

令
和
７
年
２
月
18
日
ご
逝
去

■
道
商
工
連
道
南
支
所
主
任

	

疋
田　

友
人 

様

令
和
７
年
４
月
10
日
ご
逝
去


